「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第９回学童期思春期部会　摘録(案)
１　日　時：平成２２年２月１５日（月）１０：００～１２：００
２　場　所：元生祥小学校１０３教室
３　参加者： （学童期思春期部会）：井越部会長，中川，山縣，牧嶋，池田，中東，砂田，石田，中森，古田
　　　　　　　（全体統括部会）　：藤本（代理），長谷川（代理），塚原，國場
（順不同・敬称略）
４　次　第：（１）挨拶

　・部会長挨拶
（２）配布資料の説明

（３）討議

　　　　　　　　　・学習プログラムについて
　　　　　　　　　・各テーマの名称について

　　　　　　　　　・本格実施について

　　　　　　　　　・支援者養成について

　　　　　　　　　・今後の学童期思春期部会について

１　挨拶（部会長）
色々な意見が活発に出ることで，いいものができていく。本日が今年度最後の学童期思春期部会となるの
で，議論を進める中でたくさんの意見をお願いしたい。
２　配布資料の説明

事務局から，配布資料及び会議の進め方等について説明
　　　　　

３　意見交換
委員　　　　　　『いつくしむ』について，「うれしかったこと」を「困っていること」に変えることで，子どもが生まれた頃の「喜び」や絵本を見て感じる「命の大切さ」との対比ができ，話に深まりができると思う。
部会長　　　　　『受けとめる』について，ロールプレイを作るのは難しいので，補助シートで確認しながらやれるのは進めやすくてよい。
委員　　　　　　『認める』について，「いいところ」「気になるところ」の例示は支援者用テキストには残しておく方がよい。
委員　　　　　　『つながる』について，地域という中には隣近所は含まれているのか。地域の各種団体よりももう少し身近なところの話し合いも必要かと思う。
委員　　　　　　子どもが小さい頃は特に，隣近所のつながりが大切であるが，導入部分で地域の各種団体について聞くと，隣近所の話にはなりにくい。 
委員　　　　　　「地域」とは，自分から少し遠い存在と感じる人が多いのではないか。「地域」の活動といっても，近所に住んでいる普通の人がやっていることだということを知ってもらいたい。

委員　　　　　　保護者にとっては，子ども会や自治会は身近な存在。そういう身近なところから大切さに気づくようにもっていくとよいのではないか。
委員　　　　　　子どもの友だちの親とつながることがまずは大切。子どもが動く範囲内での大人とのつながりを考えていき，そこから地域の各種団体へとつなげていけばよい。
委員　　　　　　地域の各種団体の資料は出さずに，隣近所についての話し合いにしてもいいと思う。資料を見ることで，後々こういった団体の仕事をやらないといけなくなると負担に感じる人もいるかもしれない。

委員　　　　　　地域の各種団体の資料については，試行実施の時は名称のみを示していたが，どのような活動をしているのかを資料として配布することで，地域で見守られていることを思い返すきっかけにもなる。　

　　　　　　　　話し合いの入り方としては，もう少し身近なところからでもいいと思う。
委員　　　　　　「子育てについて相談しやすい人や団体」を出し合ってもらうのもいいのではないか。

委員　　　　　　生活していく中で，近所付き合いも地域の各種団体も両方大事。隣近所に住んでいるおじさんやおばさんが，地域の取組をしていることに気づいてもらい，色々な人がつながっていくことが大切だという話ができることが必要。地域の各種団体の資料は，知ってもらうきっかけとして提示した方がよい。
委員　　　　　　見えない所で色々な人がつながっていて，今，この地域が成り立っていることに気づいて，自分も参画していこうと思ってもらいたい。
委員　　　　　　導入については身近な話がよいが，それだけではなく，そこから地域社会へ広げていく必要がある。
事務局　　　　　『つながる』については，本日の意見を受けて，事務局で練り直していく。

委員　　　　　　『歩む』については，幼稚園での実施よりも小学校で就学前の保護者が集まる場での実施の方が効果があると感じた。入学先の小学校がバラバラだと言いっぱなしで終わるが，同じであれば不安についてもその場で対処が可能になる。
委員　　　　　　小学校で実施すると，同じ学校へ通うことになる親同士が知り合いになれる場にもなる。
委員　　　　　　『身につける』について，試行実施の反省点を踏まえて，２本立てにしたのはよいと思う。
委員　　　　　　「工夫していること」を付箋に書き出していくと，「できている事」の競い合いになり，できていない人はその話に入っていけなくなる。「困っていること」を出し合って話し合う方が有効ではないか。

部会長　　　　　試行実施で「工夫していること」を出し合った時に，テクニック的なことに話が寄ってしまい，ねらいに迫る話し合いまではできなかった。「工夫していること」の捉え方が参加者に十分伝わっていなかったのかもしれない。

委員　　　　　　このテーマは２回試行実施を行った。もう１回の方はテクニック的な話にはならなかったので，支援者がその辺に留意すれば，問題ないのではないか。

「工夫していること」を出し合うことで，参加者がヒントを得ることもある。このプログラムに参加したことで，「次の日からやってみよう」という気持ちになってもらいたい。
部会長　　　　　このテーマは内容も多岐に渡るので，支援者養成講座で参加者への言葉がけも含めて，伝えていけばよい。
委員　　　　　　『見守る』については，「自分がどんな親であるか」を話し合ってもらうことで会話の糸口になったようだ。付箋を使った作業については，必ずしもたくさん出し合えていないグループもあったが，話し合いができていれば，それでいいと思う。

支援者をやってみての感想としては，知識的なことよりも，場慣れすることが大切だと感じた。
委員　　　　　　ワークシートの参考例に「友達付き合い」等，仲間分けのタイトルが明記しているが，話題が例示に引っ張られることが懸念される。「○○○」とした方が自由な意見が聞けると思うがどうか。なお，支援者用テキストには，例示として掲載した方がよい。
委員　　　　　　例示されることで，それに縛られた話し合いになってしまうので，ワークシートでは「○○○」がよい。
委員　　　　　　付箋に書く内容は同じであっても，その言葉の背景にある思いは人それぞれ。人と同じ内容であっても，自分の言葉で書いてもらって話をしてもらうことが大切。
委員　　　　　　仲間分けまではしなくてもいいのではないかと思う。

また，支援者として，思春期の特性は知っておくべきことなので，そういった資料が支援者用テキストにほしい。
委員　　　　　　仲間分けをすることに時間がかかってしまうと意味がないし，仲間分けをした後に，どのことについて話をしたらいいのかが分からない。
委員　　　　　　それぞれが持っている思いを出し合って，仲間分けをすると，みんな同じようなことで悩んでいることを視覚的に捉えられるし，自分の頭の中も整理ができる。
　　　　　　　　また，心理学の解説書にあるような各年代の特性に関する資料は欲しい。
事務局　　　　　思春期の特性を解説する資料については，支援者養成講座で配布することも考えていく。

委員　　　　　　「親が子に教える１０の教え」等のようにテーマを問わずに使える資料は，適宜使えるようにする工夫も必要。
委員　　　　　　総合支援学校においても，少し工夫を加えれば活用できるプログラムだと思う。対象を中学生までの保護者としているが，総合支援学校の場合，高等部の保護者でも使ってもらえる内容なので，そこを考慮に入れてほしい。
　　　　　　　　

部会長　　　　　各テーマの名称と説明文についてはどうか。
委員　　　　　　『見守る』について，「親は」という主語は，他のテーマにも付いていないので不要だと思う。

委員　　　　　　『認める』について，「認めたい！」というのが少し違和感を覚える。
委員　　　　　　全体的にキャッチコピーのようで，分かりやすくてよい。『認める』についても「認めたい！」という表現はインパクトがあっていいと思う。

事務局　　　　　各テーマについて，いいアイディアがあれば２月中に事務局まで意見を寄せてほしい。

委員　　　　　　支援者養成講座については，プログラムを実際に体験することがとても大切なので，たくさん体験をできる講座としてほしい。
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